
 

 

 

 

 

 

ポ ス タ ー 発 表 募 集 案 内                 

 

１．趣旨 

 特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議は、ここ数年来、人手をかけながら高レベルの生

物多様性や生物生産性を維持できる海域を「里海」と名付け、人との関わり合いのなかで

豊かな海を再生し、保全する方策を議論・提言してきました。  

 今回のフォーラムは、『心の海を育む～里海を巡る「くらしといのち」の価値の再認識

と地域づくり』をメインテーマに和歌山県和歌山市で開催します。 

 第２セッションでは「環境保全・創造に関する研究・活動報告」をテーマとしたポスタ

ー発表を行い、優秀な発表３件につきましては最終日に表彰いたします。多くの方々のご

参加を心よりお待ちしております。 

 

２．募集要領 

 募集テーマ：環境保全・創造に関する研究並びに活動報告 

 応募期限：平成２６年６月３０日（月） ※発表者の決定は７月上旬予定 

 応募方法：①別紙発表申込書にご記入の上、事務局までメール、FAX または郵送で送付

下さい。 

      ②発表内容が本フォーラムの趣旨と著しく異なる場合は、発表をお断りする

ことがあります。 

      ③発表代表者１名のフォーラム資料代は無料とします。 

 発表形式・発表時間： 

            ①概要発表（５分＊）とポスター発表を組み合わせたハイブリッド方式です。 

      ②ポスターはフォーラム開催期間中掲示できます。 

            ③ポスター展示スペースのサイズ：横 90cm×縦 150cm（予定） 

            ④発表概要（Ａ４：１ページ）を要旨集に掲載いたします。 

             発表者決定後、７月２８日（月）までに原稿の作成をお願いいたします。 

       発表要旨原稿の作成要領については、瀬戸内海研究会議ホームページ

（http://www.seto.or.jp/kenkyu/）に掲載いたします。 

      ⑤上記の詳細につきましては、応募を受けました後、お知らせいたします。 

 

       ＊：発表者数が多い場合は、若干発表時間が短くなる可能性があります。 

 

本フォーラムについては、「瀬戸内海研究フォーラム in 和歌山」の概要（別紙）をご

参照ください。 

 

３．表彰 

最終日に、最優秀賞（１件）、優秀（２件）のポスター賞の発表と賞（図書カード）の

授与を行います。 

  

                         

 ＜お申込・お問合せ先＞ 

特定非営利活動法人 瀬戸内海研究会議事務局  

〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通 1-5-2 

人と防災未来センター東館 5 階 （公社）瀬戸内海環境保全協会内 

TEL：078-241-7720  FAX：078-241-7730 

E-mail： yamaguchi@seto.or.jp（担当：山口） 

 平成２６年度「瀬戸内海研究フォーラムin和歌山」



 

 

 

平成２６年度「瀬戸内海研究フォーラム in 和歌山」 

『心の海を育む～里海を巡る「くらしといのち」の価値の再認識と地域づくり』 

 

１ 趣旨 

フォーラム開催地である和歌山県には、熊野・紀伊山地の豊かな森林資源とそこに古

来より形成されてきた文化的景観を背景として、自然保護の先達たる南方熊楠、濱口梧

陵の津波防災文化など、里山・里地・里海の自然と共生する人間の暮らしの知恵の蓄積

がある。   

 このような地域の特色ある自然・歴史文化・産業・人々の活動に焦点を当て、「瀬戸

内海研究フォーラム in 和歌山」では、2 日間にわたる 3 つのセッションとハイブリッド

形式によるポスターセッションを行うなどして、 

イ) 水産資源の持続的利用 

ロ) 里山・里海の自然災害に対する防災文化の継承と地域づくり 

ハ) 里山・里地・里海における生態系サービスの価値認識 

などを題材に、里地・里山・里海の多様な生態系サービスの価値と恵みを享受しつつ、

生きとしいけるものを守り育む様々なくらしの知恵を見直していく。 

これにより、さらに豊かな瀬戸内海の再生と地域づくりへと活かしてゆく方策につい

て再認識し、文化的・社会的・自然科学的な幅広い観点から議論する場としたい。 

 

２ 開催日時・場所 

平成 26 年 8 月 28 日（木）13:00～18:40 

29 日（金） 9:30～15:30 

和歌山県民文化会館（小ホール・特設展示室） 

〒640-8269  和歌山市小松原通り 1-1（和歌山県庁の前）TEL：073-436-1331 

 

３ 主催等（予定） 

主催： 特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議 

共催： 瀬戸内海環境保全知事・市長会議 

協賛：（公社）瀬戸内海環境保全協会 

後援：環境省、和歌山県、和歌山市、和歌山県教育委員会 

和歌山大学、和歌山工業高等専門学校、マスコミ関係（放送局等）他 

 
４ プログラム 

○１日目 13:00～13:25 開会   

13:30～15:30 第 1 セッション 

「水産資源の持続的利用へ向けた技術と社会システム」 

15:30～15:45 休憩 

15:45～18:40  第２セッション「環境保全・創造に関する研究・活動 

報告」（ハイブリッド方式のポスター発表） 

18:00～18:40 特定非営利活動法人 瀬戸内海研究会議総会 

19:00～20:30 懇親会 

別 紙



 

 

 

○２日目 09:30～11:30 第３セッション 

「里山・里海の自然災害に対する防災文化の継承と地域づくり」 

11:30～13:00 休憩 

13:00～15:00 第４セッション 

「里山・里地・里海における生態系サービスの価値認識」 

15:00～15:10 休憩 

15:10～15:30 総括・ポスター賞表彰式・閉会  

 


